


平
成
21
年
度
予
算
�

●
一
般
会
計
予
算
�

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
�

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
�

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
�

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
�

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
�

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
�

◎
旭
区
域
水
道
事
業
会
計
予
算
�

◎
鉾
田
区
域
水
道
事
業
会
計
予
算
�

◎
大
洋
区
域
水
道
事
業
会
計
予
算
�

平
成
20
年
度
補
正
予
算
�

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　（
第
５
号
）�

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　（
第
６
号
）�

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　（
第
７
号
）�

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
�

　（
第
５
号
）�

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
　（
第
２
号
）�

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
�

（
第
３
号
）�

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
　（
第
４
号
）�

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
�

（
第
４
号
）�

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
�

（
第
４
号
）�

◎
旭
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
�

（
第
２
号
）�

◎
鉾
田
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
�

（
第
２
号
）�

◎
大
洋
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
�

（
第
２
号
）�

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
等
�

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
�

◎
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

◎
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
�

◎
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
�

◎
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

●
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

◎
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
団
地
内
施
設
等
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

◎
幼
稚
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

◎
地
域
雇
用
創
出
推
進
基
金
条
例
の
制
定
�

◎
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
の
制
定
�

�

���　
こ
れ
ま
で
、
市
民
と
行
政
が

力
を
合
わ
せ
る
「
市
民
協
働
」

の
視
点
に
立
ち
、
合
併
後
の
市

民
の
一
体
性
の
確
保
を
念
頭
に
、

「
鉾
田
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
並

び
に
「
鉾
田
市
総
合
計
画
」
に

基
づ
き
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、

教
育
・
福
祉
の
充
実
、
農
業
を

中
心
と
し
た
産
業
の
振
興
、
道

路
や
環
境
等
の
生
活
基
盤
の
整

備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
�

�
20
年
度
を
振
り
返
る
と
、
市

民
の
健
康
増
進
を
推
進
す
る
た

め
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
た
め

の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
作
成
、
地
元
食
材
を
利
用

し
た
加
工
品
の
開
発
、
妊
婦
健

康
診
査
の
拡
充
、
教
育
環
境
の

整
備
充
実
、
道
路
交
通
網
の
整

備
な
ど
、
各
分
野
に
お
い
て
施

策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
�

�
21
年
度
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く

り
特
例
市
の
指
定
を
は
じ
め
と

す
る
事
務
処
理
特
例
に
よ
り
、

旅
券
発
給
な
ど
の
事
務
が
県
か

ら
権
限
移
譲
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
は
、
「
自
己
決
定
」
「
自
己
責

任
」
と
い
っ
た
分
権
型
社
会
に

対
応
し
た
自
治
の
確
立
が
求
め

ら
れ
、
市
の
責
務
は
益
々
重
く

な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

�
こ
の
よ
う
な
重
責
を
担
い
、

ふ
る
さ
と
鉾
田
の
更
な
る
発
展

と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
全

力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

��

�

�

�

一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
　
　
　
�

　
安
心
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
�

�母
子
保
健
事
業
　

5
6
4
6
万
円
  
 
�

　
妊
婦
健
診
、
乳
幼
児
健
診
、

育
児
相
談
、
育
児
支
援
事
業
、

発
育
・
発
達
相
談
、
乳
幼
児
訪

問
指
導
を
行
う
。
�

�
�

次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備

交
付
金
事
業
1
億
4
1
4
万
円
�

�
定
員
増
を
図
る
施
設
整
備
に

対
し
て
補
助
し
、保
育
環
境
の
改

善
を
図
る
。�

�
�

次
代
の
農
業
を
中
心
と
し
た
　
�

　
　
　
　
力
強
い
産
業
づ
く
り
 �

�農
業
振
興
事
業
等
9
5
9
6
万
円
�

　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
、
農
家
経
営
の
安
定
化
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。
�

商
工
業
振
興
事
業
３
５
７
６
万
円
�

　
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善

へ
の
支
援
や
創
業
予
定
者
の
創

意
あ
る
経
営
の
向
上
・
発
展
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
支
援
団
体
で
あ
る
商
工
会
へ

の
補
助
及
び
支
援
を
行
う
。
�

�自
然
を
感
じ
る
快
適
で
　
　
　
�

　
　
安
全
な
生
活
空
間
づ
く
り
 �

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�

レ
ジ
袋
削
減
運
動
・
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
抑
制
事
業
2
1
4
万
円
�

　
温
暖
化
防
止
の
た
め
レ
ジ
袋

削
減
運
動
・
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動

を
展
開
す
る
。
�

　
庁
舎
の
壁
面
緑
化
を
実
施
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を

図
る
。�

�公
共
下
水
道
事
業
�

5
億
7
1
6
8
万
円
�

　
鉾
田
市
の
中
心
部
で
あ
る
用

途
区
域
及
び
周
辺
区
域
３
３
０

ha
を
全
体
計
画
区
域
と
し
、
事

業
認
可
を
受
け
た
第
１
期
工
事

分
99
　ha
の
実
施
設
計
業
務
及
び

管
路
施
設
工
事
を
行
う
。
�

�個
性
と
多
様
性
を
尊
び
、
地
域
�

文
化
を
は
ぐ
く
む
ひ
と
づ
く
り
�

�英
語
指
導
事
業
　

2
4
3
0
万
円
�

　
中
学
校
に
外
国
青
年
を
指
導

助
手
と
し
て
配
置
し
、
会
話
を

中
心
と
し
た
生
徒
の
指
導
に
あ

た
る
。
�

　
小
中
学
生
に
生
き
た
英
語
を

学
ば
せ
、
異
文
化
と
の
交
流
を

通
し
て
国
際
化
の
意
識
高
揚
を

図
る
。
�

�学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
�

6
7
7
2
万
円
�

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
て
児
童
・
生
徒
に
安
全
で
衛

生
的
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
。
�

�市
民
を
主
役
と
す
る
　
　
　
　
�

　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
�

�ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
�

1
0
1
万
円
�

　
住
民
自
ら
の
発
想
及
び
行
動

を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
行
う
団
体
に
対
し
支
援
す
る
。
�

�旅
券
業
務
事
業
　
　

1
4
8
万
円
�

　
旅
券
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

旅
券
事
務
の
権
限
が
、
県
か
ら

各
市
町
村
へ
一
部
移
譲
さ
れ
、

21
年
６
月
１
日
か
ら
市
民
課
窓

口
に
お
い
て
、
旅
券
（
パ
ス
ポ

ー
ト
）
の
申
請
受
付
（
審
査
）

及
び
交
付
を
行
う
。
�



副
市
長
�

塚
 
原
 
祐
次
郎
 
（
安
　
房
）
�

反対と賛成討論があった議案�

一般会計予算�

国民健康保険特別会計予算�

後期高齢者医療特別会計予算�

介護保険特別会計予算�

介護保険条例の一部を�

　　　　　　　改正する条例�

副市長の選任�

�◎
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
�

◎
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条

例
の
制
定
�

◎
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
�

そ
の
他
�

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
�

◎
公
の
施
設
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
幸
遊
館
）

の
指
定
管
理
者
の
指
定
�

◎
公
の
施
設
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
え

荘
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
�

◎
公
の
施
設
（
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
鉾
田
）
の
指

定
管
理
者
の
指
定
�

◎
公
の
施
設
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　
の
ぞ
み
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
�

◎
鹿
島
地
方
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の

変
更
�

人
　
事
�

●
副
市
長
の
選
任
�

請
　
願
�

◎
烟
田
地
区
に
お
け
る
水
田
へ
の
水
確
保
を

求
め
る
請
願
（
取
り
下
げ
申
し
出
書
）�

◎
上
諏
訪
地
内
の
「
残
土
に
よ
る
埋
め
立
て

の
不
許
可
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
の
請

願
書
�

意
見
書
�

◎
上
諏
訪
地
内
の
「
残
土
に
よ
る
埋
め
立
て

の
不
許
可
」
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
�

◎
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
潮
来
〜
鉾
田
間

の
整
備
計
画
区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
�

�
サ
イ
ク
ル
交
付
金
と
し

て
収
入
が
あ
る
が
、
支
出

内
容
は
。�

�
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
と
し
て

3
0
4
5
万
円
を
計
上
し
て
お

り
、
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
て
、
各
学
校
と

の
事
務
効
率
・
軽
減
化
を
図
り

ま
す
。�

�
小
学
校
費
で
は
、
機
械
器
具

購
入
費
2
2
7
9
万
4
千
円
を

計
上
し
て
お
り
、
大
洋
地
区
の

小
学
４
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

整
備
を
図
り
ま
す
。
教
材
用
備

品
購
入
と
し
て
小
学
校
が

1
0
3
6
万
2
千
円
、
中
学
校

が
3
6
8
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
24
小
中
学
校
に
対
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
生
物
顕
微
鏡
、
手
回

し
電
動
機
実
験
セ
ッ
ト
な
ど
理

科
教
育
等
備
品
を
購
入
し
、
教

育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
�

����

�
一
般
廃
棄
物
売
払
収
入

に
つ
い
て
の
内
訳
は
。�

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
段
ボ

ー
ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、

ア
ル
ミ
と
ス
チ
ー
ル
の
プ
レ
ス
、

鉄
殻
の
６
品
目
で
、
入
札
に
よ

る
売
却
予
定
で
す
。
売
却
数
量

は
、
21
年
２
月
末
で
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
23
ｔ
、
段
ボ
ー
ル
１
１
７

ｔ
、
新
聞
紙
１
６
２
ｔ
、
雑
誌

１
０
６
ｔ
、
ア
ル
ミ
と
ス
チ
ー

ル
プ
レ
ス
が
１
４
０
ｔ
、
鉄
殻

４
６
４
ｔ
で
す
。
経
済
の
動
向

に
よ
り
単
価
の
変
動
が
激
し
い

状
況
で
す
が
20
年
度
と
同
額
を

計
上
し
ま
し
た
。
�

����

　
防
犯
灯
設
置
工
事
費
は

昨
年
と
比
べ
約
３
倍
の
予

算
に
な
っ
て
い
る
が
何
基
つ
け

る
の
か
。
交
通
安
全
施
設
設
置

工
事
は
昨
年
と
同
じ
だ
が
、内
容

は
。�

　
防
犯
灯
は
、
70
基
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す

が
再
編
交
付
金
を
活
用
し
て
、

騒
音
対
策
地
域
に
数
多
く
設
置

し
ま
し
た
。
�

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
１
０
０
ｍ
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
ダ
ブ
ル
20
基
、
シ
ン
グ

ル
25
基
、
警
戒
標
識
８
基
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
�

����

　
本
格
実
施
の
21
年
度
と

試
行
運
転
の
20
年
度
と
の

違
い
は
。
�

 
内
容
は
予
算
面
も
含
め

て
20
年
度
と
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
評
価
し
た
結
果
、試
行

と
い
う
よ
り
、
地
域
福
祉
政
策

に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
評
価
を

得
た
の
で
、
21
年
度
か
ら
の
本

格
運
行
に
な
り
ま
し
た
。
�

����

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
数
と
年
齢
構
成
は
。�

　
３
月
１
日
現
在
で
、

３
２
０
人
で
す
。内
訳
は
、

65
歳
以
上
1
7
9
人
全
体
の

56
・
0
％
で
す
。18
歳
以
上
65
歳

未
満
1
3
0
人
40
・
6
％
で
す
。

18
歳
未
満
11
人
3
・
4
％
で
す
。�

����

�　
内
容
と
対
象
人
数
は
。
�

　
妊
婦
の
健
康
診
査
回
数
が

14
回
に
な
り
、
問
診
等
に
よ

る
健
康
状
態
の
把
握
、保
健
指
導
及

び
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。
対
象

人
数
は
、
4
1
6
人
で
す
。�

　
乳
児
健
康
診
査
は
、
生
後
５

ヵ
月
か
ら
７
ヵ
月
と
生
後
９
ヵ

月
か
ら
11
ヵ
月
に
、
２
回
実
施

し
、
問
診
及
び
診
察
、
尿
化
学

検
査
及
び
血
液
検
査
を
行
い
ま

す
。
乳
児
健
康
診
査
対
象
人
数

は
２
５
０
人
で
す
。
�

����

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑

制
事
業
の
内
容
は
。
�

　
壁
面
の
緑
化
事
業
で
は
、

夏
の
冷
房
に
対
す
る
負
荷
の

軽
減
を
図
り
、
庁
舎
西
側
に
ゴ
ー
ヤ

を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
行
い
ま
す
。�

　
レ
ジ
袋
の
有
料
化
で
は
、
７
月

１
日
に
大
型
ス
ー
パ
ー
と
Ｊ
Ａ
直

売
所
に
お
い
て
実
施
予
定
で
す
。

啓
発
計
画
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
等
の

作
製
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
エ
コ
バ

ッ
グ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。�

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

を
回
収
し
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進

協
会
に
送
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
し

た
収
益
で
発
展
途
上
国
の
子
供

た
ち
の
ワ
ク
チ
ン
を
つ
く
る
事

業
に
役
立
て
ま
す
。�

����

　
合
併
５
周
年
記
念
事
業

内
容
は
。
�

 
合
併
し
て
５
年
目
を
迎

え
、
日
本
一
の
生
産
額
の

あ
る
農
産
物
を
全
国
的
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
の
ど
自
慢
」
を
誘
致
す
る

も
の
で
す
。
開
催
日
は
、
22
年

３
月
14
日
日
曜
日
で
す
。
�

���　
�

　
消
防
ポ
ン
プ
購
入
に
つ

い
て
、
昨
年
度
は
ゼ
ロ
で
あ

り
ま
し
た
が
何
台
ぐ
ら
い
入
れ
る

予
定
な
の
か
。
１
台
の
金
額
は
。�

 
消
防
ポ
ン
プ
は
、
小
型

ポ
ン
プ
つ
き
積
載
車
２
台

を
更
新
す
る
予
定
で
す
。
20
年

を
経
過
し
た
古
い
順
か
ら
順
次

更
新
を
し
て
い
ま
す
。
１
台
約

６
０
０
万
円
で
す
。
�
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議
案
第
１
号
の
歳
入
に
お
け

る
そ
の
増
減
の
理
由
に
つ
い
て

質
疑
を
し
、
地
方
譲
与
税
及
び

自
動
車
取
得
税
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
時
限
的
減
免
措
置
の
創

設
、
配
当
割
交
付
金
及
び
株
式

譲
渡
所
得
割
交
付
金
に
つ
い
て

は
景
気
後
退
の
影
響
な
ど
が
主

た
る
減
額
の
要
因
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
、
地
方
財
政
計
画
に
基

づ
き
計
上
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
市
債
に
つ
い
て
は
、
新
市

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
本
格
化
に

伴
う
合
併
特
例
債
及
び
地
方
財

政
計
画
に
基
づ
く
地
方
交
付
税

の
振
替
に
よ
る
臨
時
財
政
対
策

費
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
た
も

の
で
し
た
。�

　
再
編
交
付
金
の
新
年
度
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
広
報
機
材
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
道
路
整
備
、
消
防
車
、

防
火
水
槽
、
小
中
学
校
の
耐
震

補
強
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
使

用
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
基
金
は
、
産
業
の

振
興
と
環
境
、
保
健
予
防
、
教

育
関
係
の
事
業
に
充
当
し
、
安

心
安
全
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
つ

い
て
は
、
生
活
対
策
関
連
事
業

に
充
当
し
、
財
政
調
製
基
金
に

つ
い
て
は
一
般
財
源
の
不
足
を

補
う
も
の
と
い
う
こ
と
で
し
た
。�

　
歳
出
の
総
務
費
に
つ
い
て
は

百
里
飛
行
場
航
空
機
騒
音
対
策

事
業
に
お
い
て
、
鉾
田
市
内
で

一
番
騒
音
の
大
き
い
地
域
で
あ

る
大
和
田
学
区
の
協
議
会
に
対

し
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
文
化
振
興
事
業
に
つ
い

て
は
、
文
化
複
合
施
設
基
本
構

想
策
定
委
員
会
か
ら
の
提
案
で

文
化
振
興
計
画
策
定
が
事
業
化

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
14
学
区
に

５
万
円
ず
つ
の
支
援
を
し
て
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。�

　
企
画
費
に
つ
い
て

は
茨
城
空
港
利
用
促

進
協
議
会
負
担
金
を

増
額
で
予
算
化
し
茨

城
空
港
に
お
け
る
国

内
の
航
空
会
社
の
乗

り
入
れ
等
を
図
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
消

防
費
に
つ
い
て
は
消

防
施
設
設
置
等
補
助

金
を
各
分
団
か
ら
の

要
望
に
よ
り
予
算
化

を
し
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。�

　
採
択
の
結
果
、
議

案
１
号
の
本
委
員
会

所
管
事
項
に
つ
い
て

は
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
し
ま
し
た
。�

����

　
議
案
第
１
号
歳
出

の
農
林
水
産
業
費
に

つ
い
て
、
い
ば
ら
き

園
芸
産
地
改
革
支
援
事
業

は
全
額
が
県
の
補
助
事
業

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

は
30
％
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
霞
ヶ
浦
流
域
畜
産

環
境
負
荷
削
減
特
別
対
策

事
業
は
畜
産
農
家
の
ペ
レ

ッ
ト
機
械
購
入
の
た
め
の

新
規
事
業
と
の
こ
と
で
し

た
。
森
林
湖
沼
税
は
身
近

な
み
ど
り
整
備
促
進
事
業

と
し
て
、
市
が
機
械
を
導
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入
し
地
区
や
森
林
組
合
の
団
体
等

に
貸
し
出
す
事
業
と
の
こ
と
で
し

た
。
基
幹
作
物
環
境
保
全
型
土
壌

消
毒
助
成
金
に
つ
い
て
は
助
成
金

を
出
す
ほ
か
に
、
病
気
発
生
の
原

因
追
究
を
し
て
い
か
な
い
と
成
果

が
上
が
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で

そ
の
対
策
を
図
る
よ
う
要
請
し
ま

し
た
。�

　
商
工
費
に
つ
い
て
は
「
鉾
田
う

ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
」
を
10
月
中

旬
に
実
施
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
、
地
元
の
商
工
業
の
方
、
農
家

の
方
等
に
参
加
を
呼
び
か
け
大
い

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。
職
業
相
談
事
業
は

茨
城
労
働
局
か
ら
相
談
員
２
名
が

派
遣
さ
れ
合
同
庁
舎
１
階
で
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

事
業
を
広
報
誌
等
で
周
知
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。�

�

土
木
費
に
つ
い
て
は
、
合
併

推
進
室
等
の
事
業
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
こ
の
分
野
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
し
て
は
と

の
提
案
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
道
維
持
補
修
事
業
に
つ
い
て

は
要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
市
道

の
利
用
頻
度
を
検
討
し
て
実
施

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。�

　
議
案
６
号
で
は
、
上
島
西
部
地

区
整
備
事
業
に
つ
い
て
現
地
調
査

を
実
施
し
、
水
位
が
戻
ら
な
い
時

に
は
市
が
保
証
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
工
事
の
着
工
に
際
し
て
は

地
域
住
民
に
対
し
詳
細
な
説
明
を

し
て
、
理
解
を
得
て
か
ら
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。�

　
議
案
７
号
で
は
、

水
処
理
セ
ン
タ
ー

工
事
費
を
、
１
億

６
９
９
０
万
円
を

計
上
し
管
理
棟
建

設
工
事
、
進
入
路

整
備
工
事
等
の
整

備
を
行
う
と
の
こ

と
で
し
た
。ま
た
、地

元
の
要
請
に
よ
り

水
処
理
セ
ン
タ
ー

周
辺
環
境
整
備
に

４
４
３
万
４
千
円

を
計
上
し
グ
ラ
ン

ド
整
備
を
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。�
�

採
択
の
結
果
、
議
案
１
号
の

本
委
員
会
所
管
事
項
及
び
議
案

６
号
、
議
案
７
号
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。�

����

議
案
第
１
号
の
歳
入
に
つ
い

て
、
保
育
所
運
営
費
負
担
金
に

お
け
る
個
人
滞
納
分
の
質
疑
を

し
、
21
年
度
は
３
３
３
万
円
を

徴
収
目
標
額
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
雑
入
の
使
用
済
食
用
油

販
売
代
に
つ
い
て
質
疑
を
し
、

学
校
給
食
調
理
中
に
で
る
廃
油

を
業
者
に
販
売
す
る
と
の
こ
と

で
１
０
０
万
円
の
予
算
計
上
が

あ
り
ま
し
た
。�

�

歳
出
の
民
生
費
に
お
け
る
敬

老
長
寿
褒
状
事
業
に
つ
い
て
、

敬
老
大
会
を
21
年
度
も
３
ヵ
所

で
実
施
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
次
世
代
育
成
支
援
対

策
整
備
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
串
挽
保
育
園
に
対
し
て
国
が

６
９
４
１
万
５
千
円
、
市
が
、

３
４
７
０
万
７
千
円
、合
計
１
億

４
１
２
万
２
千
円
の
補
助
金
を

交
付
し
、
30
名
の
増
加
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。�

�

衛
生
費
に
つ
い
て
は
、
し
尿

処
理
場
の
施
設
運
営
事
業
に
つ

い
て
、
サ
ニ
タ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

が
エ
コ
パ
ー
ク
よ
り
も
施
設
の

規
模
が
小
さ
い
の
に
、
燃
料
費

が
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る
理
由

に
つ
い
て
質
疑
を
し
、
エ
コ
パ

ー
ク
で
は
、
し
尿
を
堆
肥
化
し

て
い
る
の
で
焼
却
量
が
少
な
く

な
り
燃
料
費
も
少
な
く
な
る
と

の
こ
と
で
し
た
。�

�

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
英
語

指
導
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
質

疑
を
し
、
従
来
ど
お
り
の
中
学

校
と
と
も
に
小
学
校
５
・
６
年

生
を
対
象
に
し
た
英
語
の
指
導

を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
学

習
等
供
用
施
設
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
21
年
度
は
大
川
地
区

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
年
次
計
画
で
整
備
を
図
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。�

　
議
案
５
号
の
介
護
保
険
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防

運
動
指
導
事
業
に
つ
い
て
質
疑

を
し
、
こ
の
事
業
は
と
っ
ぷ
・

さ
ん
て
大
洋
に
委
託
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
21
年
度
か

ら
は
事
業
効
果
の
評
価
に
つ
い

て
も
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
し

た
。�

�

議
案
８
号
か
ら
10
号
の
水
道

会
計
に
つ
い
て
３
区
域
の
企
業

債
の
償
還
と
他
会
計
か
ら
の
補

助
金
に
つ
い
て
の
質
疑
を
し
、

補
助
金
が
な
け
れ
ば
水
道
事
業

は
運
営
で
き
な
い
状
態
で
あ
る

た
め
、
歳
出
の
削
減
と
加
入
推

進
活
動
を
強
化
し
て
普
及
率
の

向
上
を
目
指
し
て
い
く
と
の
回

答
を
得
ま
し
た
。�

�

採
択
の
結
果
、
議
案
１
号
の

本
委
員
会
所
管
事
項
及
び
議
案

２
号
か
ら
５
号
、
及
び
議
案
８

号
か
ら
10
号
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。�

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
は
、
条
例
で
常
任

委
員
会
が
置
か
れ
る（
地
方
自
治
法
109
条
１
項
）。 �

予
算
そ
の
他
重
要
な
議
案
、
陳
情
等
に
つ
い
て

公
聴
会
を
開
き
、真
に
利
害
関
係

を
有
す
る
者
又
は
学
識
経
験
を

有
す
る
者
等
か
ら
意
見
を
聴
く

こ
と
が
で
き
る（
109
条
５
項
）。�

常
任
委
員
会
と
は
？�
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議
　
員
　
名�

質
　
　
問
　
　
事
　
　
項�

　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
が
旭
市
民

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
完
成
、

利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
利
便
性
も

よ
く
、
市
民
の
健
康
な
暮
ら
し
を
守
る

拠
点
と
し
て
、
大
い
に
そ
の
運
営
と
利

用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

他
の
特
例
債
事
業
の
現
在
の
進
捗
事
業

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
当
初
計
画
か
ら

増
額
し
た
事
業
や
取
り
や
め
し
た
事
業

は
あ
る
の
か
。�

　
【
総
務
部
長
】
当
初
27
事
業
で

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
６
事
業

を
追
加
、
計
33
事
業
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
現
在
18
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、

着
手
率
は
54
％
で
す
。
ま
た
、
20
年
度

末
で
完
了
す
る
事
業
は
、
７
事
業
で
21

％
で
す
。�

　
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
は
着

手
後
に
、
調
査
、
設
計
、
積
算
を
行
う

た
め
、
事
業
費
の
変
更
は
あ
り
得
ま
す
。

野
友
・
当
間
地
内
の
市
道
15
号
線
の
道

路
整
備
事
業
、
新
年
度
に
取
り
組
む
大

洋
中
体
育
館
建
設
事
業
、
湯
坪
・
柏
熊

地
区
配
水
整
備
事
業
が
当
初
予
定
よ
り

増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
旭
健
康
増

進
館
整
備
事
業
は
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
見
直
し
等
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
10
年
と
い
う
期
間
限
定
の
中
で
、

完
了
が
可
能
か
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

住
民
の
皆
様
方
の
ご
意
向
等
々
を
再
精

査
し
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
入
り

口
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、
中

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
に
、

２
階
を
利
用
す
る
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
な
い
の
は
非
常
に
残
念
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
見
学
時
は
天
候
が
悪
か

っ
た
た
め
、
学
供
施
設
と
の
接
続
部
分

に
、
雨
が
吹
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。
今

後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。�

　
【
市
長
】エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
件

は
、
今
後
２
階
の
部
屋
の
利
用

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

 

接
続
部
分
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準

法
の
関
係
で
耐
震
の
問
題
等
が
あ
り
、

分
離
は
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
法
に

触
れ
な
い
範
囲
で
早
急
に
雨
が
入
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。�

（
１
）
農
業
振
興
に
つ
い
て�

（
２
）
平
成
21
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て�

（
３
）
合
併
特
例
債
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て�

（
１
）
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て�

（
２
）
減
反
政
策
に
つ
い
て�

（
３
）
教
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て�

（
１
）
市
政
運
営
に
つ
い
て�

（
２
）
新
市
建
設
計
画
の
旧
旭
村
海
岸
線
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て�

（
３
）
旧
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て�

（
１
）
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

（
２
）
緊
急
保
証
制
度
の
認
定
相
談
窓
口
に
つ
い
て�

（
３
）
乗
合
自
動
車
に
つ
い
て�

（
４
）
市
の
木
に
つ
い
て�

（
５
）
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て�

（
６
）
食
育
に
つ
い
て�

（
７
）
全
国
体
力
・
運
動
能
力
・
運
動
習
慣
調
査
に
つ
い
て�

（
１
）
市
長
選
挙
に
つ
い
て�

（
２
）
行
財
政
改
革
に
つ
い
て�

（
１
）
環
境
問
題
に
つ
い
て�

（
２
）
大
竹
海
岸
に
つ
い
て�

（
１
）
滞
納
に
つ
い
て�

（
２
）
農
業
問
題
と
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て�

（
３
）
生
活
保
護
扶
助
費
に
つ
い
て�

（
４
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て�

（
１
）
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て�

（
２
）
審
議
会
等
に
つ
い
て�

（
１
）
定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
に
つ
い
て�

（
２
）
地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て�

（
３
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て�

（
４
）
イ
チ
ゴ
・
メ
ロ
ン
の
交
配
用
に
使
用
し
て
い
る
ミ
ツ
バ
チ
の�

　
　
　
不
足
に
つ
い
て�

（
１
）
財
政
に
つ
い
て�

（
２
）
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て�

（
３
）
教
育
に
つ
い
て�

（
１
）
地
域
活
性
化
全
般
に
つ
い
て�

（
１
）
市
民
に
親
し
ま
れ
魅
力
あ
る
郷
土
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て�

（
１
）
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て�

（
２
）「
全
町
会
に
地
域
担
当
職
員
」と
い
う
新
聞
記
事
に
つ
い
て�

（
１
）
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
に
よ
る
涸
沼
の
シ
ジ
ミ
と
自
然
生
態
系
へ
の�

　
　
　
影
響
に
つ
い
て�

（
２
）
派
遣
切
り
等
に
対
応
し
た
雇
用
対
策
に
つ
い
て�

（
３
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
に
つ
い
て�

（
４
）
介
護
現
場
の
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て�

（
５
）
産
科
の
開
設
と
夜
間
小
児
緊
急
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て�

（
６
）
茨
城
空
港
に
つ
い
て�

（
７
）
市
道
１
３
３
７
号
線
並
び
に
１
３
３
９
号
線
の
問
題
に
つ
い
て�
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県
教
育
委
員
会
で
は
、
教

員
の
業
務
改
善
の
一
環
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
190
回
も
あ

る
出
張
等
の
会
議
も
30
％
削
減
、
手

書
き
の
通
知
表
を
パ
ソ
コ
ン
等
に
、

下
校
時
の
見
回
り
も
外
部
に
発
注
す

る
等
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。
当
市
で

も
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
等
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。�

　
【
教
育
部
長
】
教
員
の
勤
務

時
間
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

の
業
務
軽
量
化
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

作
品
の
募
集
等
は
学
校
及
び
学
年
へ

の
割
り
当
て
、
市
教
育
委
員
会
内
に

児
童
生
徒
保
護
者
へ
の
相
談
窓
口
の

設
置
、
給
食
費
滞
納
者
の
督
促
状
等

に
関
す
る
支
援
な
ど
。
さ
ら
に
、
市

教
育
委
員
会
と
各
学
校
と
の
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
す

る
と
と
も
に
、
情
報
の
共
有
化
や
市

教
育
委
員
会
か
ら
の
調
査
照
会
、
報

告
業
務
の
軽
減
、
会
議
の
削
減
等
を

図
り
な
が
ら
、
教
職
員
が
児
童
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
を
よ
り
多
く
確
保

し
、
教
育
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　「広報ほこた」３号に鉾田市集中改革プランの進捗状況のお知

らせがあり、行財政改革は速やかさが求められると思います。今

後ますます踏み込んで進めていただき、合併してよかったと言われるよう、

整備すべきところは整備していただかなければなりません。合併特例債事業、

涸沼・鹿島灘海岸地区道路整備事業は（旧旭村玉田・荒地・沢尻・上釜・下太

田地内）意義ある整備事業であると思いますが、整備予定はいつごろになるか。

また、整備箇所が長いので、箇所によって事業の廃止や見直しはあるのか。�

　【建設部長】涸沼・鹿島灘海岸地区道路整備事業は、延長6700ｍと非常

に長い路線となります。21年度から、地元区長・地権者の皆さんに協力

をいただきながら、事前調査等をして、24年に着手する予定です。特に全体ル

ートや流末排水、起点終点の接続場所など、委託調査を発注する前によく協議し

ていきたいと考えています。その結果、用地買収や流末排水等の条件等がスムー

ズに進む状況になれば、計画より早目に着手したいと考えています。�

　また、事業の廃止や見直しについては、現時点では事業廃止や見直しはあり

ませんが、今後この計画延長・事業内容・事業費等の見直しは当然あると考え

ています。�



　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

当
面
の
間
、
税
収
減
は
否
め
ず
、

財
政
赤
字
が
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、

地
方
は
相
当
な
覚
悟
を
持
っ
た
改
革

が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
国

は
、
国
鉄
、
郵
政
な
ど
の
民
営
化
を

行
い
、
国
鉄
の
民
営
化
で
は
特
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
よ
う
に
一
部
門
を
、
法
人
組
織

し
、
行
政
か
ら
切
り
離
し
、
も
っ
と

ス
リ
ム
化
す
る
な
ど
、
財
政
負
担
を

少
な
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

各
分
野
の
専
門
家
を
交
え
て
の
研
究

機
関
を
設
け
て
は
ど
う
か
。�

　
【
総
務
部
長
】
財
政
負
担
軽

減
策
で
は
、
民
営
化
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
活
力
の
有

す
る
専
門
性
や
機
動
性
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
よ
り
質

の
高
い
サ

ー
ビ
ス

を

提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
満
足
度

の
向
上
を
実
現
、
あ
る
い
は
行
政
活

動
の
軽
量
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
鉾
田
市
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進

に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
民
間
活

力
の
活
用
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

　
研
究
機
関
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
各
分
野
の
専
門
家
な
ど
の

意
見
を
反
映
し
て
い
く
た
め
、
審
議

会
等
を
設
置
し
て
諮
問
等
を
し
て
い

く
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。�

　
民
営
化
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
等

を
検
証
す
る
こ
と
な
ど
ま
で
を
考
え

る
と
、
市
役
所
と
い
う
組
織
の
枠
だ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
ご
意
見
を
取

り
入
れ
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
対
応

す
べ
く
、
鋭
意
検
討
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　１月25日、中央公民館で地球温暖化防止について「ストップ地球温暖化、今私たち

にできること」とのタイトルで講演会が行われました。地球温暖化をはじめ今日の環境

問題を解決していくためには、一人一人が現状を理解して、自分たちのできる取り組みを実

践していくことが大事だと実感しました。この講演会の中で、年間使用されるレジ袋が約

300億枚と伺い、驚きました。CO2削減のための身近な自分のチャレンジとして、買い物の際

にはマイバッグを持参し、レジ袋を使わないことでCO2削減になると思いました。個人個人

が行うことが大事ですが、レジ袋削減運動を推進してはどうか。�

　【市民部長】レジ袋削減推進については、地球温暖化防止とごみの減量、資源の有効利

用等、循環型社会の構築に向けた活動を積極的に推進することを目的とし、全国的な取

り組みがなされています。当市でも鉾田市廃棄物減量等推進審議会において、昨年10月か

ら取り組み、今年７月から市内の大型食品スーパーで実施する予定で準備を進めて

いるところです。今後の予定は、３月27日に事業者、市民団体及び鉾田市の３

者による協定調印式を行い、その後周知・啓発キャンペーン等を実施し、７

月１日から各店舗において実施する予定で準備を進めています。今回の実施

予定店舗は、市内の大型食品スーパー、鉾田市エコショップ認定店舗５店

舗を予定しています。今後、この運動をさらに広げていきたいと考えて

います。�



　
安
房
地
区
の
土
地
に
、
約

８
万
３
千
㎥
、
大
型
ダ
ン
プ

で
約
１
万
２
千
台
も
の
残
土
を
持
ち

込
む
計
画
が
あ
り
、
申
請
が
出
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
場
は
、

諏
訪
小
学
校
手
前
の
信
号
か
ら
斜
め

に
戻
る
よ
う
な
道
路
で
あ
り
、
幅
員

も
狭
く
、
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、

住
民
の
生
活
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
申
請
内
容
・
目

的
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。�

　
【
市
民
部
長
】
こ
の
計
画
は
、

５
千
㎡
以
上
の
土
地
の
埋
め

立
て
事
業
で
あ
り
、
茨
城
県
土
砂
等

の
土
地
の
埋
め
立
て
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
に
よ
り
、
県
が
許
認
可
す

る
事
業
で
す
。
事
前
協
議
に
記
載
さ

れ
て
い
る
計
画
の
概
要
に
よ
る
と
、

事
業
計
画
者
は
埼
玉
県
入
間
市
の
業

者
で
す
。
面
積
２
万
２
㎡
、
事
業
期

間
は
許
可
日
か
ら
１
年
、
使
用
発
生

土
は
８
万
３
千
㎥
で
す
。
こ
の
土
砂

の
発
生
元
と
し
て
、
県
外
の
複
数
の

工
事
現
場
で
の
発
生
土
の
使
用
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
申
請

書
提
出
の
際
に
県
で
審
査
す
る
事
項

で
あ
り
、

現
在
は

未
定
で
す
。

そ
の
中
で
、

市
の
条
例
に
準

じ
て
、
隣
接
地
権
者

と
地
元
区
長
の
同
意
を
取
り

つ
け
る
よ
う
に
と
県
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。�　

地
元
区
長
と
数
名
で
県
庁

の
産
業
廃
棄
物
対
策
課
で
意

見
を
伺
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

地
元
市
が
許
可
を
出
さ
な
け
れ
ば
県

で
は
受
け
付
け
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
地
元
区
長
は
絶
対
同
意
書
に
判

は
押
し
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
【
市
長
】
条
例
に
沿
っ
た
形

で
対
応
す
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
元
区
長
の
同
意
が
な
け

れ
ば
、
当
然
受
理
は
で
き
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
回
の
場
合
に
は
、

県
が
最
終
的
な
判
断
を
し
ま
す
が
、

同
意
し
な
い
と
意
見
を
出
す
考
え
で

す
。�

　「広報ほこた」20年12月号では不動産を50件差し押さえており、

公売状況は６件とありますが、その他の44件の内容は。また、タイヤ

ロックは行ったことがあるのか。保育料の収納対策は。�

　【市民部長】不動産を差し押さえした後、完納になったものが６件あり、44

件が残っています。公売予定の差し押さえ物件は10件、完納に向けて分納している

物件34件で担保的な面で差し押さえしている状況です。�

　タイヤロックについては、実施する以前に自動車登録書、要するに車検証の差し押さえを

10月と１月に合わせて55件しました。そうした中で、３月９日に６件行う予定です。�

　【健康福祉部長】19年度は保護者の利便性を高めるため、民間保育園で保育料収納が

行えるよう事務委託を開始し、公立保育所と合わせ19年度107件、196万円、20年度

12月収納分までで280件、486万円収納があり、成果は上がってきています。今後は保護者

が保育料を収納する際の利便性の向上を図るため、民間保育園における収納をさらに推し進

めるとともに、あわせて未納通知、電話督促、訪問督促等の対応を強化し、保育料の収納に

取り組んでいきたいと考えています。�



　審議会等を設置する時の法的根拠、権限と責任について伺います。また、もっ

と議会に問題を投げかけて、議会や委員会で議論を尽くすべきであると考えるか。�

　【総務部長】設置根拠は、法令、条例、要綱等に規定が置かれています。代表的

なものは、地方自治法により執行機関の附属機関として審査会等を設けることが

できます。これらは主に市長の諮問を受けて、調査・検討・答申を行うことが目的であ

り、特別な権限等はないと考えます。審議会等は、事案に対する審議会の意見や同意を

必要とする場合もあり、これら意見・同意をすることが権限でもあると考えます。責任

については、審議会が諮問機関である場合、施策等を最終的に決定するのは市長側です

ので、行政機関のほうで負うべきと判断しています。また、議会・委員会等での議論に

ついては、審議会等は政策立案に反映するなどの役割を担っていただいている執行機関

です。議事機関と執行機関の二元代表制の原則等にのっとったものと考えますので、審

議会と議会における審議の双方を尊重しつつ、全員協議会等で説明・報告・議論などを

活発に交わしながら施策展開を引き続き図っていきたいと考えます。�

　審議会・委員会等が存続していても、いくつかは活動していないようにもみえ

ます。それでは選ばれた委員が報われないと思います。また、議会で執行部提案

がすべて可決されている結果を考えると、諮問機関である審議会等は議会を円滑に進め

るための審議会のようにも感じますがいかがか。�

　【市長】現在までに、否決になった案件もありますが、各委員会、審議会に諮

問をお願いしています。答申は重要視しますが、最終的には市が判断していま

す。そして判断した後、議会の場で審議して、決定していく流れでこれからもやっ

ていくつもりです。議員が議論した結果、否決になる場合も今後もあると思いま

すが、できれば否決の場合でも代替案等を提示して、議論を深めていくべきだと

考えています。�

　
20
年
度
に

一
貫
し
て
、

市
に
提
案
を
し
て
き
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
に
つ
い
て
で
す
が
、
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
市
の
独
自
事
業
で
学
校

施
設
及
び
体
育
施
設
等
に
な
る
べ
く

多
く
設
置
で
き
る
よ
う
調
整
中
と
の

答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
月
３

日
、
茨
城
新
聞
等
で
鉾
田
市
の
一
般

会
計
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
に
、
全
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
と
、
837
万
円
の
予
算
と
い
う
こ
と

で
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
全

施
設
の
名
称
と
台
数
は
。�

　
【
総
務
部
長
】
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

市
内
施
設
に
合
計
31
台
を
設

置
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
内
訳
は
、

小
中
学
校
へ
24
カ
所
、
幼
稚
園
へ
４

カ
所
、
保
育
所
へ
２
カ
所
、
運
動
施

設
へ
１
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
運
動
施
設
１
カ
所
と
は
ど

こ
な
の
か
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
な
い
運
動
施
設
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
施
設
に

対
し
て
、
今
後
設
置
の
予
定
は
な
い

の
か
。�　

【
総
務
部
長
】
運
動
施
設
に

つ
い
て
は
、
鉾
田
総
合
公
園

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
自
動
販
売
機
な

ど
と
一
緒
に
設
置
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�



　
学
校
教
育
施
策
検
討
委
員

会
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
、

地
元
小
学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
声
を

聞
き
ま
す
。
委
員
会
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
学
童
保
育
を
ふ

や
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
す
。
現
在
の
状
況
は
。�

　
【
教
育
部
長
】
学
校
教
育
施

策
検
討
委
員
会
は
、
学
校
等

環
境
調
査
委
員
会
が
作
成
し
た
基
礎

資
料
を
も
と
に
、
基
本
的
な
方
向
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
全
体
会
及
び
役
員
会
の
２
部
構

成
と
し
、
役
員
会
で
各
委
員
が
小
学

校
の
小
規
模
校
、
大
規
模
校
に
お
け

る
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
学
校
視

察
を
実
施
し
た
後
で
、
全
体
会
及
び

役
員
会
を
開
催
し
て
学
校
の
現
状
等

に
つ
い
て
整
理
し
て
い
た
だ
く
考
え

で
す
。�　

【
健
康
福
祉
部
長
】
学
童
保

育
の
本
市
の
状
況
は
、
児
童

環
境
づ
く
り
基
盤
事
業
に
基
づ
く
児

童
福
祉
施
設
併
設
型
民
間
児
童
館
事

業
と
し
て
、
児
童
館
が
行
っ
て
い
る

も
の
が
１
カ
所
（
く
し
ひ
き
保
育
園
）

登
録
児
童
数
は
約
63
名
で
す
。
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
薦
事
業
に
基
づ

く
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
が
２
カ
所
（
旭
保
育
園
・
大

洋
保
育
園
）
登
録
児
童
数
は
31
名
で

す
。
自
主
事
業
と
し
て
学
童
保
育
３

カ
所
（
あ
か
つ
き
保
育
園
・
青
山
保

育
園
・
と
り
の
す
保
育
園
）
が
あ
り
、

合
計
６
カ
所
の
民
間
保
育
園
で
学
童

保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　20年度は農産物のブランドアップが全面に押し出され、活気が出

てきたことと思いますが、あと一歩踏み込んで、地場産品を地元業

者がつくり、地元で消費し、その結果周りの消費に拡大していくべきと考

えますが。�

　【産業経済部長】昨年４月にブランドアップ協議会を立ち上げ、鉾田市の

農産物を全国に発信していくため、加工品等に取り組んできました。今後、

地元製造業の方々や商工会の皆さんとよく協議・検討していきたいと考えてい

ます。�

　農産物をメインにやったということですが、これからは鉾田の産品すべ

てにいろいろな形で取り組むべきと考えています。一企業者、一商業者で

はなかなかその発想にはいかないと思うので、いろいろなシンクタンクを利用

して新しい商品の開発・発信してみてはどうか。�

　【産業経済部長】商工と農業の連携を図るということで、現在、県の商工

農政部ともいろいろ協議をしていますが、それぞれ

の製造業者等で特色があると思いますので、それを

一本化していくということは少々難しいと思います。

特徴が出るものがつくれるのであれば、観光協会

のほうでアピールをすることは可能だと思ってい

ます。�



　これから子供を産み育てるに当たり、少しでも住民サービスの整ったと

ころへ移住しようと考える若者がふえています。今のうちから本市に愛着

を持ってもらえるような対策が必要と思いますが、国または市独自の対策につ

いてどのように考えているのか。�

　【健康福祉部長】次世代育成支援対策地域行動計画に盛り込まれた目標の

もとに、４つの施策を行っています。①児童手当の支給②子育て支援金の

支給③３人っこ家庭応援事業④医療福祉費支給事業（通称マル福）です。また、

20年度に子育てに関するアンケート調査を実施しました。主な内容は、医療福

祉制度、児童手当の拡充、身近な地域での産科、小児科等を整えた医療機関の

整備、親子が安心して遊べる公園等の整備等でした。これらを踏まえて、後期

行動計画を策定していきたいと思います。�

　最近は都市部の地価が下がったこともあり、手厚い支援を受けられる都

市部で子育てをしようという傾向があるそうです。そういう若者世帯が子

育てしやすい環境、そして子供からお年寄りまで住みやすい環境をこれから作っ

ていく中で、財政難で大変苦しいと思いますが、市独自の今後の取り組みについ

て伺います。�

　【市長】行財政改革は、それぞれの自治体で身の丈に合った事業を行っ

ていくことが重要であり、ある程度の妥協はせざるを得ないと思って

います。一番大事なのは、住民に負担のかからない市政を運営していく。

その中で多少のめり張りをつけて改革していくことが一番よいと考えて

います。�

　
小
中
一
貫

教
育
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
が
、
長
所
と
短
所

は
。�

　
【
教
育
部
長
】
小
中
一
貫
教

育
は
小
中
学
校
の
間
で
連
携

を
図
っ
て
い
く
連
携
型
と
、
小
中
学

校
が
１
つ
の
学
校
に
な
っ
て
い
る
一

体
型
が
あ
り
ま
す
。
長
所
は
、
学
習

面
に
お
い
て
教
諭
の
連
携
に
よ
り
充

実
し
た
指
導
が
で
き
、
小
中
一
体
型

の
場
合
、
小
学
校
で
の
教
科
担
任
制

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
生
活
面
で
は
、

小
学
児
童
が
中
学
入
学
す
る
と
き
の

不
安
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
、
不

登
校
等
の
問
題
の
減
少
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
短
所
は
、
中
学

生
が
い
る
た
め
依
存
的
に
な
る
傾
向

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
一
校

で
の
進
学
と
な
る
こ
と
か
ら
、
気
持

ち
を
切
り
か
え
て
ス
タ
ー
ト
す
る
意

識
が
薄
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
指
導

を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
改
善
を
図

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
本
市
の
小
中
学
校
の
教
育

問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
最

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
統
廃
合

問
題
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
自
治
体

が
、
統
廃
合
と
小
中
一
貫
教
育
の
問

題
を
並
行
し
て
検
討
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
が
、
小
中
一
貫
教
育

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。�

　
【
教
育
長
】
学
校
教
育
施
策

検
討
委
員
会
の
中
で
、
少
子

化
に
対
し
て
の
実
情
を
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
い
い
の
か
。
そ
の
基
本
的

な
姿
勢
・
方
向
性
を
ぜ
ひ
議
論
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
で
は
小
中
一
貫
と
い
う

動
き
は
現
実
に
あ
り
ま
す
。
つ
く
ば

市
で
は
、
中
心
部
の
大
き
い
学
校
は

そ
の
ま
ま
維
持
し
、
周
辺
部
の
小
規

模
学
校
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
き

に
、
連
携
型
で
小
中
学
校
の
併
任
発

令
を
し
て
、
小
学
校
に
専
科
と
し
て

携
わ
っ
て
く
方
向
を
模
索
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
例
え
ば
そ
の
よ
う
な
こ

と
も
含
め
た
上
で
、
委
員
会
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。�
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航空自衛隊 浜松基地�

　
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
を
め
ぐ

っ
て
は
、
那
珂
川
の
清
流
と

漁
業
を
守
ろ
う
と
、
那
珂
川
関
係
漁

協
に
続
い
て
大
涸
沼
漁
協
が
涸
沼
の

シ
ジ
ミ
、
魚
介
類
に
被
害
を
及
ぼ
す

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
中
止
を
求
め
る

決
議
を
発
表
し
、
行
動
に
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
専
門
家
の
先
生
方
の
報

告
に
よ
る
と
、
塩
分
の
上
昇
、
酸
素

や
え
さ
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
供
給
が
抑
制
さ
れ
、
シ
ジ
ミ
生
産

量
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
と
し
て
い

ま
す
。
国
、
県
に
対
し
取
水
口
建
設

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
行

う
考
え
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

　
【
総
務
部
長
】
霞
ヶ
浦
導
水

事
業
に
つ
い
て
、
意
見
書
の

提
出
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
本
市
は
、

関
係
周
辺
37
自
治
体
で
構
成
し
て
い

る
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
促
進
協
議
会
に

参
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
仮
処

分
や
訴
訟
の
経
過
を
見
つ
つ
、
協
議

会
の
中
で
議
論
を
重
ね
て
い
く
考
え

で
す
。�

　
こ
の
事
業
は
、
事
業
費
と

し
て
国
負
担
が
１
９
０
０
億
円
、

県
負
担
が
８
５
０
億
円
と
い
う
大
規

模
公
共
事
業
で
相
当
な
年
数
が
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
進
捗
状
況
も
大
変

悪
く
、
科
学
的
な
面
か
ら
も
生
態
系

に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。
涸
沼
漁
協
を
含
め
、
那
珂

川
の
関
係
す
る
漁
協
す
べ
て
の
漁
民

の
方
が
、
こ
の
事
業
中
止
を
求
め
て

い
る
の
で
、
や
は
り
漁
民
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。�

　
【
市
長
】
霞
ヶ
浦
導
水
事
業

促
進
協
議
会
の
中
で
議
論
を

し
な
が
ら
、
今
後
当
面
は
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�






